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お客様へ

弊社のルーフ型クーリングユニット「Blue e+」を選
んでいただき、まことにありがとうございました。

皆様の
リタール株式会社

リタール株式会社
〒 222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 2-5-11

金子第１ビル７階
日本

TEL：0120-998-631

FAX：-

E-Mail：contact@rittal.co.jp

www.rittal.com

www.rittal.co.jp

弊社の製品群に関する技術的なご質問などございま
したら、お気軽にお問い合わせください。
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1 説明書等についてのご注意

1.1 CE証明
Rittal GmbH & Co. KG は、クーリングユニットが機械
指令 2006/42/EGおよび EG-EMCガイドライン　
2014/30/EGに適合していることを保証致します。該
当する適合宣言書はユニットに付属されています。 お
手元のマニュアルは、オリジナルの操作マニュアル
です。
内蔵のパッシブ NFC 機能は、13.56 MHz (HF) で動作
します。 後方散乱磁界の強さは、アクティブなリー
ダーユニットによって異なります。 インターフェース
は、EN 300330 (HF) に準拠したリーダーユニットに
よる操作を前提に設計されています。

1.2 関連書類の保管について
取扱説明書 (組立・設置および操作マニュアル )なら
びにすべての関連書類は、製品にとっての不可欠な
要素です。それらは、クーリングユニットを使って
作業する人に手渡される必要があり、また、操作お
よびメンテナンスを行う人の手の届くところに保管
される必要があります。

1.3 この運用マニュアル内のシンボル
このドキュメンテーション内には次のシンボルが使
用されています：

このシンボルは「アクションポイント」を表し、
何らかの行動あるいは作業行程の実施が必要であ
ることを示します。

1.4 関連書類について
ここに記載されている機種には、文書および（ある
いは）デジタル記録メディアによる取扱説明書 (組
立・設置および操作マニュアル )が付属されていま
す。

このマニュアルに従わなかった結果として生じた不
具合については、弊社は一切の責任を負いません。
ご使用の付属品のマニュアルも引き合いに出される
場合がありますので、ご注意ください。

2 安全上のご注意

2.1 一般的な安全上のご注意
システムの設置および運用の際には、次の一般的な
安全上の注意事項を守ってください。
– ユニットに関わる作業をする場合は、必ず個人用
保護具を着用してください。 最低限、耳栓、作業
靴、保護手袋を着用してください。

– 表面が熱くなっているので、やけどを避けるため
に、カバー (ユニット前面側ハウジング部 ) を外す
前に、ユニットを最低 10 分間冷ましてください。

– クーリングユニットには、このマニュアル、ある
いは関連する組立および操作マニュアルに記載さ
れていない変更を行わないでください。

– 冷媒が無臭であることを念頭に置いてください。 特
に、冷媒が意図せず漏れた場合、大量の冷媒を吸
入しないように、作業場の換気を十分に行ってく
ださい。

– 本ユニットに関する作業を行う際には、配管や熱
交換器を損傷しないよう、先のとがった物を使用
しないでください。

– ユニットに穴開けや溶接をしないでください。
– ユニット内部に、可燃性物質が蓄積しないようご
注意ください。

– 冷媒回路に関わる作業を行う人は、業界で知られ
ている手順に従って冷媒を安全に取り扱う能力を
証明する、業界の認定機関が発行した能力証明書
を提示できなければなりません。作業はリタール
の仕様に従って実行してください。

– 霜取りプロセスを加速するには、リタールが承認
したアイテムのみを使用してください。

– 運用を終了する際は、運用終了日と可燃性冷媒が
充填されていることを、ユニットに明記する必要
があります。 

– リタールのウェブサイトにある「可燃性冷媒を含
むユニットの『取扱説明書 (組立・設置および操作
マニュアル )』の補足 (UL 60335-2-40 付属書 DD に
準拠 )」に記載されている追加の注意事項を守って
ください。

– パッケージ上のラベル：可燃性、可燃性物質に関
する警告

危険！
注意事項に従わなかった場合、直接死ある
いは重傷に至る、危険な状況。

警告！
注意事項に従わなかった場合、死あるいは
重傷に至る可能性のある、危険な状況。

注意！
注意事項に従わなかった場合、負傷 (軽傷 )
を負う可能性のある、危険な状況。

注記：
物的損害に至る可能性のある状況に関す
る、重要な注意事項および標示。
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– 銘板近くのラベル：微燃性 (A2L)、可燃性物質に関
する警告

– この一般的な安全上の注意事項に加え、次の各章
に書かれている作業に関わる、特定の安全上の注
意事項をも必ず守ってください。

2.2 輸送に関する安全上のご注意
– このユニットを発送する際は、他の物と同梱しな
いでください。

– 輸送中は、パッケージのマークに従ってユニット
の向きを保ってください。

– 人力のみにより取り扱う最大質量を守ってくださ
い。必要によっては、吊り上げ装置をご使用くだ
さい。

2.3 取り付けに関する安全上のご注意
– 取り付けの際は、クーリングユニットが乾燥して
いること、またその周囲も乾燥していることをご
確認ください。

– 納品内容に含まれるシール材を本マニュアルに
従って貼り付け、クーリングユニットとエンク
ロージャー取付部からの水の浸入を確実に防ぐた
めに、シーリングしてください。

– 設置後、クーリングユニットの通風口は、塞がれ
ることなく、いつでもアクセスしやすい状態にし
ておいてください。

– ユニットの取り付けや電源投入は、ユニットが完
全に乾燥している状態でのみ行ってください。

– 取り外し作業中に、ユニットが滑り落ちてしまう
危険性があります。汚れているユニットの場合は、
特に支え方に注意してください。

2.4 配線作業に関する安全上のご注意
– クーリングユニットが設置・運用される国の配線
の規定に従い、また、その国の事故防止に関する
条例を守ってください。さらに、作業、運用およ
び安全規定などに関する、社内規定をも守ってく
ださい。

– 管轄の電力会社の配線規則を守ってください。さ
もなければ、ユニットの結線に不具合等が生じた
場合に、感電により怪我をする危険性があります。

– 接続ケーブルの被覆を剥きすぎないようご注意く
ださい。被覆を剥きすぎると、端子の接触部 (接点
) までの空間距離および沿面距離が不足する可能性
があります。

– クーリングユニットは、過電圧カテゴリー III (IEC 

61058) の全ての端子が絶縁された機器を経由して
主電源と接続しなければなりません。

– ユニットの底面にある取り付け穴に IoT インター
フェースを取り付ける際は、ユニットに付属のね
じのみを使用してください。他の長いねじを使用

すると、空間距離や沿面距離が不十分になったり、
感電したりする危険性があります。

– 運転を開始する前に、項 5.3.4に記載されていると
おりに凝縮水管理システムが設置されていること
を確認してください。実運用開始後のメンテナン
ス時には、該当システムが正常に機能しているこ
とを定期的に確認してください。

2.5 運転に関する安全上のご注意
– クーリングユニットの作動信頼性は、正しくお使
いいただいた場合にのみ保証されます。どのよう
な場合であっても、テクニカルデータおよび記載
されている限界値は必ず守ってください。仕様で
定められている周囲温度および IP保護等級は特に
守ってください。

– これらの製品にアクセサリーを使用する場合は、
リタールが提供するシステムアクセサリーのみを
ご使用ください。

– 水や腐食性物質あるいは引火性のガスおよび蒸気
がクーリングユニットに直接接する場所において
の運用は禁じられています。

– プリーツフィルターを取り付けずにクーリングユ
ニットを運転してはなりません。アクセサリーは
純正品 (3285.700) のみを使用してください。

2.6 メンテナンスに関する安全上のご注意
– ユニットのクリーニングは、専門技術者にお任せ
ください。クリーニングを行う前に、ユニットの
電源を必ず切ってください。

– ユニットのクリーニングには、絶対に可燃性の液
体を使用しないでください。

– メンテナンスや修理作業に他の人のサポートが必
要な場合は、可燃性冷媒の取り扱いについて訓練
を受けた人に、作業を常に監督させてください。

2.7 オペレーターおよび専門技術者
– このクーリングユニットの設置、配線、動作確認、
メンテナンスおよび修理は資格を持つ専門技術者
にお任せください。

– 運転中のクーリングユニットの操作は、教育を受
けた人にお任せください。

– 子供および認知能力や協調能力が低い人は、この
装置を操作、メンテナンス、クリーニングあるい
はおもちゃとして使用してはなりません。

2.8 クーリングユニットを使用する場合のその
他の危険性

クーリングユニットの吸気口あるいは排気口付近に
物を設置すると、エアーショートが起こり、エア コ
ンディショニングが不十分になってしまう危険性が
あります。
エンクロージャー内の電子部品が、項 5.3.1 「取り
付けについてのご注意」に従って取り付けられて
いるようにご注意ください。

必要に応じ、適切なエアディフレクターをご使用
ください。
Rittal ルーフ型クーリングユニット Blue e+ 5



3 製品説明
JP
2.9 IT に関するセキュリティ上のご注意
データの可用性、機密性、整合性を確保するために、
製品、ネットワーク、およびシステムを不正アクセ
スから保護する必要があります。
これは、組織的および技術的な手段によって実施す
る必要があります。セキュリティ要件を強化するた
めに、リタールは次の対策を遵守することをお勧め
します。詳細については、連邦情報セキュリティ局 

(BSI) の ウェブサイトを参照してください。

2.9.1 製品およびシステムのための対策
保護せずに製品やシステムをパブリックネットワー
クに統合しないでください。
システムが保護されたネットワーク上でのみ動作
していることを確認してください。 

ファイアウォールの設定
ネットワークと統合された製品およびシステムを
外部の影響から保護するためにファイアウォール
を設定してください。

同様に、ネットワークをセグメント化したり制御
を切り離す場合も、ファイアウォールを使用して
ください。

計画段階で多層防御メカニズムを検討する
設備を計画するときは、多層防御メカニズムを検
討してください。

多層防御メカニズムには、互いに調整されたセ
キュリティ対策の複数の層が含まれています。

アクセス許可を制限する
ネットワークおよびシステムへのアクセス許可は、
アクセス許可を必要とするスタッフに制限してく
ださい。

安全なアクセスを実現
標準的なパスワードは使用せず、数字、大文字 /小
文字および記号を含み、繰り返しは含まない長い
安全なパスワードのみを使用してください。

可能であれば、パスワードマネージャーを使用し
てランダムなパスワードを作成してください。

最新バージョンのファームウェアを使用する
すべてのユニットで最新のリタール ファームウェ
アが使用されていることを確認してください。

最新のファームウェアとファームウェアを更新す
るためのプログラムは、インターネット上のそれ
ぞれの製品ページからダウンロードできます。

新しいバージョンのファームウェアについては、
それぞれのリリースノートにご注意ください。

最新のセキュリティソフトウェアを使用する
ウイルス、トロイの木馬、その他のマルウェアな
どのセキュリティリスクを特定して排除するため
に、セキュリティソフトウェアをすべての PC とス

マートフォンにインストールし、最新の状態に保
つ必要があります。

ホワイトリストツールを活用して、ユニットのコ
ンテキストを監視してください。

設備の通信を確認するために、侵入検知システム
をご使用ください。

定期的な脅威分析の実行
リタールは、定期的に脅威分析を実行することを
お勧めします。

脅威分析は、実行した対策が効果的かどうかを判
断するのに役立ちます。

USB インターフェースをアクセスから保護
USB インターフェースには、物理的アクセスに対
する保護が必要です。部外者が USB インター
フェースにアクセスできないようにしてください。

USB インターフェースへの部外者による不正アク
セスが発生した場合、機密データが漏洩してしま
う可能性があります。

3 製品説明

3.1 機能説明と構成部品

3.1.1 機能
クーリングユニット内には 2つの切り離された冷却
循環経路が組み込まれています：
– 従来式の冷媒循環経路 (圧縮式システム )

– 凝縮器と蒸発器に組み込まれているヒートパイプ。

イラスト 1: 冷媒サイクル
各部の説明
1 圧縮機
2 ファン付き凝縮器 (二重構造 )

3 膨張弁
4 ファン付き蒸発器 (二重構造 )

5 ヒートパイプ付き冷媒循環経路
6 Rittal ルーフ型クーリングユニット Blue e+
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6 圧縮式システム付き冷媒循環経路
7 内部循環経路
8 外部循環経路
9 ドライヤー /収集器
10 内部ファン
11 外部ファン
12 PSAH-圧力監視装置

それぞれの冷媒循環経路の各コンポーネントは、冷
媒が循環するパイプでつながっています。この冷媒
は、次の特性により、環境に非常に優しいです。
– 塩素フリー
– オゾン層を破壊しない (OZP = 0)

圧縮式システム付き冷媒循環経路
圧縮式システム付き冷媒循環経路は、次の主要コン
ポーネントで構成されています：
1. 蒸発器
2. 圧縮機
3. 凝縮器
4. 膨張弁

クーリングユニットの内部循環の蒸発器ファンによ
り吸い込まれたエンクロージャー内の暖かい空気は、
蒸発器へ送られます。蒸発器を通過し冷やされた空
気は、排気口を通して再びエンクロージャーに戻さ
れます。
空気の冷却は、蒸発器内の冷媒が蒸発することに
よって実現します。蒸発した冷媒は、圧縮機によっ
て、クーリングユニットの外部循環経路の凝縮器へ
と送られます。冷媒はそこで凝縮し、液体になりま
す。発生する熱は、凝縮器ファンにより、外部へ放
出されます。次に配置されている電子式膨張弁は、
冷媒の高い圧力を下げ、冷媒を再び蒸発器へと送り
ます。
クーリングユニットの圧縮機および両方のファンも
インバーターによってコントロールされます。これ
によって、ファンや圧縮機を長時間、しかし、より
低出力そしてより良い効率で制御することが可能に
なります。

ヒートパイプ付き冷媒循環経路
追加された 2つ目の冷媒循環経路は、圧縮機、膨張
弁やその他の制御機器を使用せずに作用し、ヒート
パイプとして蒸発器と凝縮器に組み込まれています。
ヒートパイプ内の冷媒は、吸い込まれたエンクロー
ジャー内の空気の熱エネルギーを吸収し、蒸発しま
す。ガス状の冷媒は、パイプを通して、凝縮器の方
へ上昇します。冷媒は凝縮器内で再び冷やされ (前
提：外部温度 Tu<内部温度 Ti)、凝縮し、発生した熱
は再び周囲へ放出されます。その後、液体になった
冷媒は、重力によりパイプを通して再び下方へ流れ
て行きます。そして、循環が再び始まります。

3.1.2 構成部品

イラスト 2: ルーフ型クーリングユニットの主要コンポーネ
ント

各部の説明
1 プラスチックルーバー
2 ディスプレイ
3 センターホルダー
4 冷気出口 (内部循環経路 )

5 接続部 電源プラグ (X1)

6 等電位化用接続ポイント
7 IoT インターフェース 3124.300への接続 (X3)

8 接続部 信号プラグ (X2)

9 吸気口と蒸発器ファン (内部循環経路 )

10 凝縮水排水口、下部 (ストッパーで塞がれている )

11 凝縮水排水口、側面
12 電気式凝縮水蒸発器の接続箇所 (アクセサリー 

3355.720)

13 ハウジング

3.1.3 制御
リタール　エンクロージャー クーリングユニットに
は、クーリングユニットの機能設定を可能にするコ
ントローラーが装備されています。
このコントローラーの操作方法は、項 7「操作」に説
明されています。

3.1.4 安全装置
– クーリングユニットの冷媒循環経路内には、型式
試験済み (EN 12263準拠 )の圧力監視装置が組み込
まれていて、最大許容圧力を超えると、クーリン
グユニットを停止させます。圧力が許容圧力より
下がると、ユニットは自動的に運転を再開します。

– 温度モニタリングは蒸発器の凍結を防止します。
凍結の恐れがある場合は圧縮機が停止し、温度が
上昇すると自動的に再起動します。

– インバーターは、圧縮機の過負荷を監視し、保護
します。

– ファンには、自動復帰する過負荷保護器が組み込
まれています。

– 圧縮機内の圧力を下げ、確実な起動を可能にするた
め、ユニットは一旦停止したら (目標温度に達した
後、あるいはドアスイッチや電源によるオフ等 )、
再起動まで 180秒の遅延時間をとります。

– ユニットの信号プラグ (X2)の無電位接点 (端子 1と 

3)から PLCなどを経由して、ユニットのシステム

1

2
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4
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3 製品説明
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メッセージを読み出すことができます (2 x ノーマル
クローズもしくはノーマルオープン接点 )。

3.1.5 凝縮水の発生
エンクロージャー内の湿度が高く、温度が低くなる
と、蒸発器に凝縮水が発生する可能性があります。

そのために使用されているヒートエレメントは、セ
ルフコントロールの PTC技術をベースとしていま
す。蒸発器に発生した凝縮水はクーリングユニット
の外部循環経路にある容器に集められ、一部が気流
と共に気化します。水位が上がると、水は PTCヒー
トエレメントに入り、蒸発します (給湯器の原理 )。
水蒸気は外部ファンの気流と共にクーリングユニッ
トの外へ排出されます。
PTCヒートエレメントのスイッチは、圧縮機が作動
すると、自動的に入り、圧縮機が停止した後、約 15

分間後に切られます。この間、凝縮器ファンも低回
転速度で回転し続けています。
PTCエレメントが短絡した場合、あるいは、イン
バーターが過負荷状態になりそうな場合 (周囲温度が
高い時になる可能性がある )は、PTCエレメントのス
イッチが切られます。そのような時、凝縮水はセーフ
ティーオーバーフローから流出します。
ヒューズが切れると、凝縮水はセーフティーオーバー
フローから流出します。 凝縮水は、オーバーフローパ
イプを通して、凝縮水蒸発器の下方から排出されま
す。同梱品に含まれている凝縮水排水ホースは、必
ずこのオーバーフローパイプの凝縮水排水継ぎ手に
接続しなければなりません。

3.1.6 フィルターマット
クーリングユニットの凝縮器には、汚れが付きにく
く、お手入れを簡単にする、RiNano コーティングが
完全に施されています。 クーリングユニットには、プ
リーツフィルターも取り付けられています。このプ
リーツフィルターは、保護等級 IP 54 を達成するため
に、必ず取り付けなければなりません。

ほこりの状態に合わせ、プリーツフィルターを定期
的に交換してください (項 8 「点検とメンテナンス」
参照 )。 

3.1.7 ドアスイッチ
クーリングユニットを、無電位の (電源を必要としな
い )ドアスイッチを接続した状態で、運転させること

ができます。ドアスイッチは、リタールのアクセサ
リーとして販売されています。
ドアスイッチ機能とは、エンクロージャーのドアが
開いた状態 (接点 5と 6が閉じる )が 15秒程度続く
と、クーリングユニットのファンと圧縮機の回転速
度を少しずつ下げ、そして完全に止めるというもの
です。この事により、ドアが開いている時に発生す
る凝縮水を減らすことができます。ユニットの損傷
を防ぐための、再起動を遅らせる遅延機能が備わっ
ています。ドアを閉めてから蒸発器ファンが作動す
るまでには、数秒程かかります。
ドア用接点 (接続端子 5 と 6)には、絶対に電圧をか
けないようご注意ください。

3.2 正しくお使いいただくために、予見可能な
誤使用

このクーリングユニットは、閉じられているエンク
ロージャー内の冷却ならびに DIN EN 61000-3-2 に適
合するプロフェッショナルな使用のみを目的として
造られています。 それ以外の用途は対象外となりま
す。
– このユニットの、一般大衆が出入りのできる場所
での、設置・運用は禁じられています (DIN EN 

60335-2-40、項 3.119参照 )。
– このユニットは、静止状態での運用を前提に設計
されています。

このクーリングユニットは、技術の現水準と公認の
安全技術基準に基づき造られています。それでもな
お、適切でない運用により、ユーザーあるいは第三
者の身体や生命に危険を及ぼしたり、あるいは、設
備やその他の有価物を損なう可能性があります。
そのような訳で、クーリングユニットは、正しく、
技術的に完全な状態でのみご使用ください。安全性
を損なう可能性のある障害は、直ちに取り除いてく
ださい。

本製品を正しくお使いいただくために、製品に関す
る資料をよくお読みになり、点検とメンテナンスに
ついての必要事項を必ず守ってください。

関連する資料に従わなかった結果として生じた不具
合については、リタール社は一切の責任を負いませ
ん。このことは、使用されているアクセサリーに関
する資料に従わなかった場合も適用されます。
正しく使用しない場合に、危険な状態を引き起こす
可能性があります。正しく使用されていない例とし
て、次のような事柄をあげることができます：
– エンクロージャードアが開いている状態での、
クーリングユニットの長時間使用

– 不適切な工具の使用
– 不適切な操作
– エラーの不適切なリセット
– リタール社が許可していないアクセサリーの使用
– 爆発の危険性がある領域においての運用。

注記：
自動電気式凝縮水蒸発器は標準装備ではな
く、アクセサリー（3355.720）として提
供されており、後付けで設置することが可
能です。

注記：
プリーツフィルター無しの運転は、許可さ
れていません！純正アクセサリーのみをご
使用ください (3285.700)。
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4 輸送および取り扱い
JP
3.3 同梱品

4 輸送および取り扱い

4.1 納入
クーリングユニットは、パック単位で納入されます。
梱包に損傷がないことを確認してください。
梱包の損傷個所にオイルの痕跡が認められる場合
は、クーリングユニットの冷媒漏れが考えられま
す。どのような梱包の損傷も、後の機能不良につ
ながる可能性があります。

4.2 開梱
クーリングユニットから梱包材を取りのぞいてく
ださい。

クーリングユニットに輸送による損傷が無いかを
ご確認ください。

同梱品がすべてそろっているかをご確認ください (

項 3.3「同梱品」参照 )。

4.3 運搬
クーリングユニットの質量は 38  kg です。 総質量の大
部分を占めるのは、クーリングユニットのシャーシ
内にあるコンポーネントです。

シャーシの上部には、リタールのエンクロージャー
用吊りボルトなどをねじ込むことのできる M12 雌ね
じが装備されています。 吊り具と天井クレーンを使用
すれば、クーリングユニットを問題なく運搬するこ
とができます。

イラスト 3: クーリングユニット上部の吊りボルト
各部の説明
1 吊りボルト
2 クーリングユニット

クレーン搬送の前に、クーリングユニットを安全
に運搬するために、吊り具とクレーンの吊り上げ
能力が十分であるかをご確認ください。

クレーン搬送の際、たとえ短時間であっても、吊
り上げられている荷の直下に絶対に人が立ち入ら
ないようご注意ください。

荷の重心が中心から外れている可能性があるので、
荷がひっくり返らないように、吊り具はクレーン
フックにしっかりと固定してください。

数量 名称 (説明 )

1 ルーフ型クーリングユニット Blue e+、プ
リーツフィルターを含む

1 部品 (付属品 )袋：

1 – 取扱説明書 (組立・設置および操作マ
ニュアル )

1 – T ヘッドレール

4 – スタッドボルト M8 x 40 mm

4 – 六角ナット M8

4 – ワッシャー M8

1 – 信号プラグ X2

1 – 接続プラグ X1

1 – 凝縮水排水ホース (3  m)

1 – ホースクランプ

1 – ねじ込み継手

1 – パッキン

1 – フェライトコア

表 1: 納入内容：ルーフ型クーリングユニット Blue  e+

注記：
梱包材は開梱後、環境を損なわないように
廃棄処理してください。

注記：
損傷や欠品などのその他の不具合について
は、運送会社およびリタール社に速やかに
書面にてご連絡ください。

警告！
人力のみにより取り扱う最大質量を守って
ください。 クーリングユニットを持ち上げ
る際は、２人で持ち上げる、あるいは必要
に応じ、つり上げ装置をご使用ください。

注記：
アクセサリーのねじ付き吊りボルト (M12)

をリタールから購入することができます (

項 13「アクセサリー」参照 )。

注記：
このルーフ型クーリングユニットは必ず水
平状態で運搬してください。

1

2
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5 設置
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まずは、クーリングユニットを取り付け場所の近
くに置いてください。

5 設置

5.1 安全上のご注意

クーリングユニットが設置・運用される国の配線
に関する規定に従い、また、その国の事故防止に
関する条例を守ってください。さらに、作業、運
用および安全規定などのような、社内規定をも
守ってください。

どのような場合であっても、テクニカルデータお
よび記載されている限界値は必ず守ってください。
仕様で定められている周囲温度および IP保護等級
は特に守ってください。

5.2 設置場所に関する要求事項
設置場所を選定する際は、次の項目にご注意くださ
い：
– クーリングユニットの設置場所とともに配置には、
必ず良い通気性が保証される場所を選んでくださ
い (各クーリングユニットおよび壁面との間隔は最
低 200 mm、ルーバーグリルとの間隔は最低 

500 mm)。
– クーリングユニットは水平に設置して運転してく
ださい（許容最大傾斜 2°)。

– 著しく汚れた場所、腐食性の雰囲気の中や多湿の 

場所には設置しないでください。
– 銘板に記載されている範囲内の周囲温度でお使い
ください。

– 凝縮水排水管を取り付けることができるようにし
てください (項 5.3.4「凝縮水排水管を接続する」
参照 )。

– ユニットの銘板に記載されている電源仕様が保証
されていなければなりません。

設置室の大きさ
– クーリングユニット SK 3485730 を 3 m³ より小さ 

い部屋に設置しないでください。

電磁波による影響
– (高周波等による )悪影響を及ぼす可能性のある電
気部品の使用は避けてください。

– 配線の際、信号線と電源線との間に、ある程度の
間隔を置いてください。

5.3 取り付け手順

5.3.1 取り付けについてのご注意
ルーフ型クーリングユニットの取り付け作業を行
う前に、エンクロージャーが完全に密閉されてい
ることを確認してください (IP 54)。 気密性の悪いエ
ンクロージャーの場合は、運用時に凝縮水の発生
が多くなります。

必要に応じて、ルーフ型クーリングユニットを取
り付けるエンクロージャーに、ドアを開けたとき、
クーリングユニットを停止させ、過剰な凝縮水の
発生を抑える、ドアスイッチ (4127.010 など ) を追
加してください (項 3.1.7 「ドアスイッチ」参照 )。

均等な空気循環が得られように、エンクロー
ジャー内の電子部品の配置には特にご注意くださ
い。

クーリングユニットの吸気口や排気口付近に絶対
に物を設置しないでください。最大の冷却能力を
得るには、これらのことに注意する必要がありま
す。

クーリングユニットの冷風が稼働中のコンポーネ
ントに直接当たらないようにしてください。

警告！
人力のみにより取り扱う最大質量を守って
ください。必要によっては、吊り上げ装置
をご使用ください。

電気設備あるいは電気装置に関する仕事
は、電気技術基準に従い、電気技師あるい
は電気技師の指導および監視の下にある専
門教育を受けた人のみが行うことができま
す。

クーリングユニットの接続は、必ずこの情
報 (マニュアル )を読んだ後に、上記の人
によって行ってください。

絶縁工具のみをご使用ください。

管轄の電力会社の配線規則を守ってくださ
い。

クーリングユニットは、過電圧カテゴリー
III (IEC 61058) の全ての端子が絶縁された
機器を経由して主電源と接続しなければな
りません。

クーリングユニットを非通電状態にするに
は、すべての電圧源を切り離してくださ
い。
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イラスト 4: 冷風を稼働中のコンポーネントに直接当てない 

(イラストは参考例です )

5.3.2 エンクロージャーに取り付けカットアウトを
施す

ルーフ型クーリングユニットをエンクロージャーの
ルーフに取り付けるには、仕様に合う取り付け用
カットアウトを施す必要があります。 
そのためには、項 12.1 「取り付けカットアウトの説
明」 にある図面のようなカットアウトをトップパネル
に施してください。
説明に基づいて、取り付けカットアウトのために
必要とされる寸法を決めてください。

ルーフ型クーリングユニットを取り付けるエンク
ロージャーのトップパネルを取り外してください。

必要とされるすべての穴を開け、取り付けるため
のカットアウトを施してください。

とがった角でけがをしないよう、穴開けやカット
アウト後は、念入りにバリ取りを行ってください。

トップパネルを再びエンクロージャーに取り付け
てください。

5.3.3 ルーフ型クーリングユニットを取り付ける
同梱のシーリングフレームを、カットアウトした
トップパネルの上に貼りつけます。

クーリングユニットをエンクロージャールーフ上
に設置します。

イラスト 5: クーリングユニットをトップパネルに載せる
各部の説明
1 クーリングユニット
2 取り付け用カットアウト付きのトップパネル

同梱のバイボルトをクーリングユニット下のプラ
スチック製ベースにあるタッピングホールに最大 

5 Nm でねじ込んでください。
同梱のワッシャーとナットを使用して、ユニット
を固定してください。

VX25 システムの場合のトップパネル補強用アクセサ
リー：
– VX 用システムセクション 18 x 64 mm

5.3.4 凝縮水排水管を接続する

自動電気式凝縮水蒸発器をアクセサリー（3355.720）
として後付けで設置することが可能です。この凝縮
水蒸発器は、密閉されているエンクロージャーにお
いて発生する、最大 100 ml/h までの凝縮水を蒸発さ
せることができます。 

注記：
ルーフ型クーリングユニットを取り付ける
には、エンクロージャーのルーフ面が少な
くとも 800 mm x 600 mm (幅  x  奥行 ) 必
要です。

注意！
穴やカットアウトのバリ取りが不完全な場
合は、特にクーリングユニットを取り付け
る際に、手を切る危険性があります。

注記：
クーリングユニットとエンクロージャー間
のシーリングを永続させるために、必要に
応じ、取り付け面を補強あるいは支えてく
ださい。これらのことは、特に大型のトッ
プパネルの場合に必要になります。

注意！
運用開始前に、凝縮水処理に関する配管等
がこの項の説明どおりに行われているかを
確認ください。機能性については、最終設
置場所におけるメンテナンスの際に、必ず
定期的に点検してください (項 8 「点検と
メンテナンス」参照 )。

1

2
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凝縮水排水ホースを配管する場合の原則的な注意事
項
– ホースは、逆流や滞留を防ぐために、十分かつ恒
常的に傾斜を設けて設置してください。

– ホースは、折れ曲がりがないように設置してくだ
さい。

– ホースを延長する場合は、断面積を減らさないで
ください。

– ホースは、現場の排水口あるいは別置きの凝縮水
蒸発器まで配管されることが望ましいです。

ルーフ型クーリングユニットには、同梱品に含まれ
る凝縮水排水ホース (長さ =3 m、直径 ½ インチ ) を
接続することができます。クーリングユニットには
そのための接続箇所が 2箇所用意されています。

イラスト 6: 凝縮水排水ホース用コネクター
各部の説明
1 ユニットの側面にある接続箇所 (ここではねじ込み式

ホース用継手付き )

2 ユニットの下側にある接続箇所 (ストッパーで閉じて
ある )

ユニットの側面にある接続箇所を使用する場合は、
次のように行ってください：
同梱品に含まれているねじ込み式ホース用継手を
側面の接続箇所にねじ込んでください。

同梱品に含まれている凝縮水排水ホースをねじ込
み式ホース用継手につなぎ、ホースクランプ (同様
に同梱品に含まれている ) で固定してください。

上記の注意事項に従って、ホースを設置してくだ
さい。

ユニットの下側にある接続箇所を使用する場合は、
次のように行ってください：
下側の接続箇所に付いているストッパーを外して
ください。

このストッパーでユニットの側面の接続箇所を塞
いで、そこから凝縮水が流出しないようにしてく
ださい。

同梱品に含まれているねじ込み式ホース用継手を
下側の接続箇所にねじ込んでください。

同梱品に含まれている凝縮水排水ホースをねじ込
み式ホース用継手につなぎ、ホースクランプ (同様
に同梱品に含まれている ) で固定してください。

上記の注意事項に従って、ホースを設置してくだ
さい。

5.4 電気結線

5.4.1 電気配線についてのご注意
電気配線の際は、設備を使用する国および地域や
管轄の電力会社の定めた規定を必ず遵守してくだ
さい。

– 電気配線は、必ず規格や規定の遵守に関して責務
を有する専門の技術者が行ってください。

– 接続ボックスにつながっている全てのケーブルは、
少なくともユニットの電源電圧に適合するレベル
で絶縁されている必要があります。

接続データ
– 電源電圧と周波数は銘板に記載されている範囲に
必ず合わせてください。ユニットはマルチ電圧対
応です。

– クーリングユニットの電源への接続は、過電圧カ
テゴリー III (IEC 61058-1)準拠の全極一括投入式断
路器を介して行ってください。

– シールドタイプの電源線と信号線のご使用をお薦
めします。ケーブルのシールドは、Tヘッドレール
（イラスト 7、ポジション 1）に接続することがで
きます。

– ユニットと電源の間に温度調節器を追加しないで
ください。

– ユニットに内蔵されている安全装置類がエラー時
にも適切に機能するように、電源保護装置には 

15 A 以上、また「遅延 (Time Delay CCMR)」型また
は次の UL リステッドのサーキットブレーカー 

(DIVQ/7) を使用する必要があります：
– 3RV2711-4AD10 by SIEMENS (E235044) rated 

15 A

– FAZ-C15/3-NA by EATON (E235139) Class curve C 

rated 15 A

– FAZ-D15/3-NA by EATON Class curve D rated 15 A

– モーターブレーカーあるいはサーキットブレー
カーを使用する場合は、ブレーカーを EN 60898-1 

に従って選んでください (トリップ特性 タイプ D)。
– ノイズレスな等電位化が保証される接続を行って
ください。

過電圧保護と許容電圧
リタールは、非標準の環境条件および接続条件から
クーリングユニットを保護するために、次の対策を
推奨しています。

2

1

注記：
ユニットの下側にある接続箇所を使用する
場合は、必ず同梱品に含まれている凝縮水
排水ホースをそこにつないでください。さ
もないと、クーリングユニットから予期せ
ぬ凝縮水が流れ出て、それがエンクロー
ジャー内における電気的ショートや火災を
引き起こす原因になる可能性があります。
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– このユニットには過電圧保護が備わっていません。
落雷や過電圧に対する保護に有効な対策は、パネ
ルビルダーもしくは事業者により給電側で行って
ください。

– 過電圧保護装置は、制御盤全体への給電線に設置
するのではなく、各クーリングユニットへの給電
線に設置してください。 そうすることで、機械自体
から発生したサージパルスも確実に除去すること
ができます。

– ユニットは、過電圧カテゴリー III等級に格付けさ
れています。電源電圧は、項 10「詳細技術情報」
に記載してある公差を超えてはなりません。

– 放電電流は 3.5 mAを超えるかもしれません。
– ユニットは、工場出荷時に高電圧テストされてい
ます。更なる高電圧テストは DC電圧供給源によっ
てのみ実施されなければなりません (最大 1500 V 

DC) 。
– ユニットが使用される電源網に総出力 >70 kVA の
インバーター、整流器あるいはトランスが使用さ
れている場合は、クラス II のサージ防護機器をクー
リングユニットへの電源回路に組み込んでくださ
い。EN 61800-1 に従ってサージ防護機器の仕様を
決めてください。選定には次の値を目安として使
用することができます。

三相交流ユニット
– 三相交流仕様のインバーターユニットに電源を接
続する場合は、回転磁界の左右を気にする必要は
ありません。ユニットに組み込まれている電子回
路が自動的に必要とされる回転磁界を形成します。

– 三相仕様ユニットに欠相が生じた場合は、ユニッ
トが停止します。

– インバーターに接続されている機器は、インバー
タが電気的に監視し、不具合が生じた場合は停止
します。

ドアスイッチ
– 1個のドアスイッチを複数のクーリングユニットに
接続することは絶対にしないでください。

– 1台のクーリングユニットに、並列回路で複数のド
アスイッチを接続することは可能です。

– 接続ケーブルの最小断面積は、ケーブルの長さが 

2mの場合で 0.3mm²です。
– ドアスイッチへの配線抵抗は最大 50Ωです。
– ケーブルの最大許容長さは 10 mです。
– ドアスイッチは必ず無電位で接続してください。
外部電源は必要ありません。

– ドアスイッチの接点は、ドアが開いている状態で、
クローズとなるものをお使いください。

– ドアスイッチ用の安全超低電圧は、内部電源から
供給されます。電流は約 5mA DCです。

ドアスイッチを信号プラグの端子 5と 6に接続して
ください。

イラスト 7: 接続箇所はルーフ型クーリングユニットの下側
にあります

各部の説明
1 張力緩和用の T ヘッドレール
2 接続部 電源プラグ (X1)

3 IoT インターフェース 3124.300への接続 (X3)

4 接続部 信号プラグ (X2)

等電位化
EMCの理由により、ユーザー既存の等電位化システ
ムにユニットを接続する場合は、等電位化接続ポイ
ントに導線を接続することができます。接続ポイン
トは、そのための電気用図記号でしるされています。

イラスト 8: 等電位化用接続ポイント
各部の説明
1 接続ポイント M6

ボルト、ワッシャーおよびコンタクトワッシャー
を使って、等電位化導線をユニットの接続ポイン
トに留めてください。

トランス、パワーエレク
トロニクス

想定消滅エネルギー

70 kVA～ 100 kVA 40 J

100 kVA～ 200 kVA 80 J

200 kVA～ 400 kVA 160 J

400 kVA～ 800 kVA 320 J

表 2: サージ防護機器の選定

1

2

4

3

1
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イラスト 9: 等電位化導線の留め方
各部の説明
1 圧着端子付き保護接地導線
2 コンタクトワッシャー
3 ワッシャー
4 ボルト

フェライトコアの取付け
同梱品に含まれているフェライトコアを接続プラ
グの近くにある信号ケーブルに取付け、信号伝送
障害を防ぎます。 フェライトコアは 2回巻き付ける
必要があります。

イラスト 10: フェライトコアが取り付けられた信号ケーブル

5.4.2 電源の配線

部品 (付属品 )袋から電源プラグを取り出し、付属の
接続ラベルに従って電源を接続してください (イラ
スト 11)。

イラスト 11: 回路図 3485730

各部の説明
X1 メイン接続用ターミナルストリップ
K1 一括異常通報リレー 1

K2 一括異常通報リレー 2

Door ドアスイッチ (オプション、ドアスイッチ無し：端子 

5、6 はオープン )

NTC 外付け温度センサー (オプション )

X3 IoT インターフェース (3124.300) 用の RS-485 イン
ターフェース

張力緩和機能を設ける
ルーフ型クーリングユニットの場合、T ヘッドレー
ルを部品 (付属品 ) 袋から取り出し、接続ユニット
に取り付けてください。

ケーブルタイと T ヘッドレールで張力緩和を実現
してください。

5.4.3 アラームリレーの接続
クーリングユニットのシステムメッセージは、二つ
の無電位リレーアウトプットにより、外部の信号源
へ転送することができます。

信号プラグ (X2) の接続端子 1 (アラーム K1) および
（あるいは）接続端子 3 (アラーム K2) には、適切な
接続ケーブルを接続してください。

アラームリレーを介して、どのエラーメッセージ
を出力するかを設定してください (項 7.4.3「ア
ラームリレー」参照 )。

5.4.4 インターフェース
クーリングユニットには、外部のシステムとのコ
ミュニケーションをとるために、次のインター
フェースが備わっています：
– MicroUSBインターフェース、前面側
– 下側にある RS-485 インターフェース

注記：
規格上、電源接続ケーブル内のアース線は
等電位化導線としての効力はありません。

注記：
– シールドタイプの電源線と信号線のご使
用をお薦めします。

– T ヘッドレール (イラスト 7、 ポジション
1)上で、シールド線との接点を設けるこ
とができます。

注記：
工場設定による非通電状態でのリレーアウ
トプットは NO(ノーマル オープン )です。

AC
cos φ = 1

I max. = 2 A

U max. = 250 V

表 3: 接続データ
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MicroUSBインターフェース
MicroUSBインターフェースは、前面のディスプレイ
の右隣にあります。ユニットの簡単な環境設定に、
タブレットあるいはラップトップを接続することが
できます。
RiDiag IIIソフトウェアがインストールされているタ
ブレットあるいはラップトップを、MicroUSBイン
ターフェースに接続してください。
他の USB機器はこの接点では認識されません。

RS-485インターフェース
RS- 485 インターフェースは、クーリングユニットの
下側にあります。 ここに、お客様固有の監視システ
ム、エネルギー管理システムおよび ( あるいは ) 上位
のシステムとクーリングユニットとのネットワーク
化を可能にする IoT インターフェースを接続すること
ができます。
アクセサリーの IoT インターフェースを RS-485 イ
ンターフェース (X3) に接続してください。

6 運転開始

上記のユニット取り付け後から運転開始までの最
低 30分の待ち時間は、必ず守ってください。

次に、クーリングユニットへの電圧供給源のス
イッチを入れます。
最初にリタールロゴ、そして間もなく、スタート画
面がディスプレイ上に表示されます。
引き続き、目標温度やネットワーク識別コード等
のような独自の設定を行ってください (項 7「操
作」参照 )。

7 操作

7.1 一般情報
クーリングユニットには、基本的な設定が行え、ま
た、エラーメッセージが表示されるタッチ機能付き
のディスプレイが装備されています。感圧式の工業

用タッチディスプレイが使用されているので、手袋
をはめていても操作可能です。
クーリングユニットの操作には、直接の操作以外に、
スマートフォンのアプリも用意されています。アプ
リはディスプレイとほぼ同等の機能性を持ち、さら
にエラーメッセージに関して詳しく述べ、また、リ
タールサービスへ直接連絡をとることを可能にしま
す。

7.2 ディスプレイのレイアウト
表示板は、バックが暗い上のパートと、メニュー
バーがある下のパートに分けられています。分けら
れている位置が変わることはありませんが、メ
ニューによって、それぞれのパートに表示される内
容は異なります。

7.2.1 スタート画面
クーリングユニットの通常運転においては、エラー
メッセージがないかぎり、常にスタート画面が表示
されます。

イラスト 12: スタート画面のレイアウト
各部の説明

注記：
クーリングユニットを RS-485インター
フェースから直接つなぐことはできませ
ん。

注記：
十分な注油と冷却が行われるためには、圧
縮機内の潤滑油が所定の場所にたまってい
る必要があります。そのために、クーリン
グユニットを取り付けた後は、最低 30分
待ってから運転を開始してください。

注記：
運転開始前にクーリングユニットの気密試
験や圧力試験を行う必要はありません。こ
れらのことは、リタールの工場において行
われます。

注記：
以下のすべての機能を利用するには、

RiDiag ソフトウェアあるいは、リタール
ウェブサイトから入手可能なオンライン
ツールを使って、最新のファームウェア
をインストールしてください。

ポジ
ショ
ン

名称 (説明 ) アイコンの種類

1 内部温度表示 

(°C　2桁 /°F　3桁 )

0～ 9 の数字

2 効率 (EER) スケール：
範囲 0～ 20 / 過去 24

時間の平均効率 (EER) 

値

3 Ti スケール：範囲 20

～ 60 / 値：過去 24時
間のエンクロージャー
内平均温度

表 4: 全てのアイコンとその名称 (説明 )のリスト
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冷却モード
現在の冷却モードは、次の 4つのアイコンのうちの 1

つで表示されます。

7.2.2 パラメーター値の変更
パラメーター値を変更するときは、メニューバーも
含め、表示が変わります。

イラスト 13: パラメーター値を変更するときのディスプレイ
各部の説明
1 メインディスプレイ
2 操作バー

メインディスプレイの中心に、現在選んでいるパラ
メーター値が表示されます。この値を変更するとき
の操作方法はいつも同じです。以下にて、目標温度
の設定をもとにして説明します。
スタート画面の「環境設定」ボタンを押してくだ
さい。

「環境設定」領域の子画面へのアクセスを可能にす
る PINを入力してください。
デフォルトで「22」が PINとして格納されていま
す。

「温度」アイコンを押してください。
「制御モード」アイコンを押してください。
希望する制御モードをディスプレイ上で選んでく
ださい。

「上げる」または「下げる」ボタンを使って、設定
値をご希望の温度に変更してください。

表示されている、高いあるいは低い値を直接選ぶ
こともできます。

最後に「OK」ボタンで設定値を確定します。
「戻る」ボタンでこの画面から抜けます。

7.3 情報メニュー
子画面のリストを呼び出すためには、「情報」アイ
コンを押してください。

7.3.1 温度情報
「温度情報」アイコンを押してください。
過去 24運転時間の平均周囲温度および平均内部温
度が表示されます。

4 温度単位表示

5 USB接続 (接続されて
いる場合 )

6 自己診断 (開始した場
合 )

7 NFC接続 (接続後 最
大 120秒 )

8 冷却モード

9 制御の基準

10 外部センサー

11 情報メニュー

12 システムメッセージ (

発生した場合 )

13 サービスアイコン (必
要である場合 )

14 環境設定

アイコン パラメーター

圧縮機による冷却、ヒートパイプによるサ
ポート 無し

圧縮機による冷却、ヒートパイプによるサ
ポート 有り

ヒートパイプのみによる冷却

冷却なし

表 5: 現在の冷却モードを示すアイコンの種類

ポジ
ショ
ン

名称 (説明 ) アイコンの種類

表 4: 全てのアイコンとその名称 (説明 )のリスト

アイコン パラメーター

温度情報

ユニット情報

効率情報

表 6: 「情報」領域
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7.3.2 ユニット情報
「ユニット情報」アイコンを押してください。
ユニットに関する一般的な情報のリストが表示さ
れます。

「上げる」または「下げる」ボタンを使って、リス
トをスクロールしてください。

7.3.3 効率情報
「EER」アイコンを押してください。
過去 24運転時間の平均効率値 (EER)が表示されま
す。効率値とは、得られた冷却能力と消費した電
力との比率です。

7.4 環境設定メニュー
「環境設定」アイコンを押してください。
子画面へのアクセスを可能にするための PIN入力
画面が現れます。

 1桁目の数字がフレームに現れるまで、「上げる」
または「下げる」ボタンで、0～ 9の間をスクロー
ルさせてください。

「OK」ボタンで選択内容を確定します。
引き続き、2桁目の数字がフレームに現れるまで、
「上げる」または「下げる」ボタンを使って、数字
0～ 9の間をスクロールさせてください。

「OK」ボタンで選択内容を確定します。
子画面のリストが表示されます。

7.4.1 温度
子画面のリストを呼び出すためには、「温度」アイ
コンを押してください。

アイコン パラメーター

平均周囲温度 24h

過去 24運転時間の平均周囲温度 (外部温度 )。

平均内部温度 24h

過去 24運転時間の平均内部温度。

表 7: 「温度情報」領域

アイコン パラメーター

シリアルナンバー

製造年月日 YYYY-MM-DD

ハードウェア x.xx.xx

ファームウェア x.xx.xx

ソフトウェア x.xx.xx

最終アップデート YYYY-MM-DD

最終メンテナンス YYYY-MM-DD

ユニット名
お客様が割り当てたクーリングユニットの
名称。この名称は、れぞれのユニットを識
別するために、RiDiagソフトウェアあるい
は Blue e+ アプリ経由で割り当てることがで
きます。

現制御モード

表 8: 「ユニット情報」領域

アイコン パラメーター

過去 24運転時間の平均効率 (EER) 値。

表 9: 「効率情報」領域

注記：
工場出荷時、PINは「22」にセットされて
います。

アイコン パラメーター

温度
目標温度および制御モードの設定

ネットワーク
IoT インターフェース (3124300) によるネッ
トワーク情報の表示

アラームリレー
アラームリレーの設定

フィルターマット

ディスプレイ言語
ディスプレイ上に表示される言語の選定

自己診断
自己診断の実施

表 10:「環境設定」領域
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単位
ユニットのすべての温度値は、摂氏度「°C」または、
華氏度「°F」で表示することができます。
「単位切替」アイコンを押してください。
「上げる」または「下げる」ボタンで、単位 (「°C」
または「°F」)を変更してください。

「OK」ボタンで入力内容を確定します。

制御モード
クーリングユニットの冷却能力は、次の３つの設定
温度値の１つで制御されます：
– 内部温度： エンクロージャー内でクーリングユニッ
トに吸引される空気の温度。

– 外部センサー： 外部の温度センサーで計る、エンク
ロージャー内のホットスポット等の温度。

– 吹出口温度： 外部の温度センサーを使って、クーリ
ングユニットの冷気出口で測定される温度。

制御モード「外部センサー」
センサーの位置決めをする際は、次の注意事項を
守ってください。センサーに関する禁止事項：
– クーリングユニットから吹き出る冷気から直接影
響を受けてはいけません

– 外部にある熱源や熱放射による影響を受けてはい
けません

– 湿気にさらされてはいけません
– 接続ケーブルを AC 電線の近くに配線してはいけま
せん

– センサー素子から 10 cm 以内にある接続ケーブル
を、異なる温度レベルに配線してはいけません
センサーに関する要求事項：
– クーリングユニットの作用範囲内に設置してくだ
さい

– クーリングユニットから吹き出される空気とよく
混ざり合った、十分な動き (流れ ) のある空気にさ
らしてください

– 固体や液体との距離を十分にとってください

制御モード「吹出口温度」
クーリングユニットの冷気出口前の中心部に温度
センサーを取り付けてください (イラスト 14)。

イラスト 14: 冷気出口前の温度センサー
各部の説明
1 温度センサー
2 ユニットの下部にある冷気出口

制御モードの選択
「制御モード」アイコンを押してください。
現在設定されている制御モードでの設定温度が表
示されます。

希望する制御モードをディスプレイ上で選んでく
ださい：

ホーム画面においても、選択されている制御モード
のアイコンが表示されます。

アイコン パラメーター

単位変更
単位、「°C」あるいは「°F」の設定

制御モード

アラームしきい値
超えるとアラームメッセージが発報される、
温度のしきい値。

表 11:「温度」領域

注記：
センサー素子がハウジングに接触しないよ
うにしてください。

注記：
吹出口温度の精度を保証するには、少なく
とも総冷却能力の 50% の負荷 (熱損失 ) の
搭載が必要となります。冷却能力に関して
はユニットの特性線図を確認ください。

アイコ
ン

パラメー
ター

設定温度 工場設定値

内部温度 20 °C (68 °F)

～
50 °C 

(122 °F)

35 °C (95 °F)

外部セン
サー

吹出口温度
18 °C (64 °F)

～
28 °C (82 °F)

24 °C (75 °F)

表 12:「制御モード」領域

1

2
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「上げる」または「下げる」ボタンで目標値を変更
する、あるいは、希望する温度を直接選んでくだ
さい。

「OK」ボタンで入力内容を確定します。

警報しきい値
このしきい値は、アラームメッセージのために使用
されます。そのためこの設定値は、必ずクーリング
ユニットに設定されている設定温度よりも、高く設
定してください。
例 :

– 設定温度 : 35 °C (95 °F)

– 警報しきい値 最小 : 38 °C (100 °F)

– 警報しきい値 最大 : 50 °C (122 °F)

「警報しきい値」アイコンを押してください。
「上げる」または「下げる」ボタンで目標値を変更
する、あるいは、希望する温度を直接選んでくだ
さい。

「OK」ボタンで入力内容を確定します。

制御モード「吹出口温度」の例：
– 設定温度：24 °C (75 °F)

– 警報しきい値：38 °C (100 °F)

最初の状況：
– 吸い込み気温：37 °C (< 警報しきい値 )

– 吹き出し気温：24 °C (= 設定温度 )

警報しきい値を超えた場合：
– 吸い込み気温：39 °C (> 警報しきい値 )

– 吹き出し気温：22 °C (< 設定温度 )

冷却能力を上げたことにより、警報しきい値を下
回ったとき：
– 吸い込み気温：37 °C (< 警報しきい値 )

– 吹き出し気温：24 °C (= 設定温度 )

7.4.2 ネットワーク
子画面のリストを呼び出すためには、「ネットワー
ク」アイコンをタップしてください。

オン /オフ
ここで IoT インターフェースへのデータ転送を有効ま
たは無効にすることができます。データ転送の標準
設定は「有効」です。
「ネットワーク オン / オフ」アイコンをタップして
ください。

希望する設定をディスプレイ上で選んでください。
「OK」ボタンで入力内容を確定します。

ネットワーク情報
ここで、IoT インターフェイスがネットワークにどの
ように統合されているかについての IP 情報を得るこ
とができます。
子画面のリストを呼び出すためには、「ネットワー
ク情報」アイコンをタップしてください。

注記：
外付け温度センサーは、リタールのアクセ
サリーとして販売されています (項 13

「アクセサリー」参照 )。

アイコ
ン

パラメー
ター

警報しきい
値

工場設定値

内部温度

3 K～ 15 K 5 K

外部セン
サー

吹出口温度 12 K～ 24 K 14 K

表 13: 警報しきい値

注記：
クーリングユニットは、制御モード「外部
センサー」および「吹出口温度」において
も、吸引される空気の温度も監視していま
す。が、熱損失の上昇などにより、設定さ
れている警報しきい値を超える恐れがある
場合は、その間冷却能力を上げますので、
温度が設定されている設定温度を下回るこ
とがあります。

アイコン パラメーター

オン /オフ

ネットワーク情報

表 14:「ネットワーク」領域

アイコン パラメーター

オフ

オン

表 15: データ転送の設定

アイコン パラメーター

IPv4

表 16: プロトコルバージョンの選択
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IPv4
「IPv4」アイコンをタップしてください。

IPv4 設定に関する一般的な情報のリストが表示さ
れます。

「上げる」または「下げる」ボタンを使って、リス
トをスクロールしてください。

IPv6
「IPv6」アイコンをタップしてください。

IPv6 設定に関する一般的な情報のリストが表示さ
れます。

「上げる」または「下げる」ボタンを使って、リス
トをスクロールしてください。

目的のエントリをタップして IPv6 アドレスを表示
します。

7.4.3 アラームリレー
背面の接続ボックス内には、外部の信号源へクーリ
ングユニットのシステムメッセージを転送すること
がでる 2つの無電位リレーアウトプットがあります (

項 5.4.3「アラームリレーの接続」参照 )。このリ
レーアウトプットはここで構成することができます。
子画面のリストを呼び出すためには、「アラームリ
レー」アイコンを押してください。

NO/NC の変更
ここて、開く (ノーマルクローズ )または閉じる (

ノーマルオープン )であるかのリレーアウトプットの
スイッチング論理を設定することができます。
「NO/NC の変更」アイコンを押してください。
希望するスイッチング論理をディスプレイ上で選
んでください。

「OK」ボタンで入力内容を確定します。

機能リスト
ここで、どのエラーメッセージがどちらのリレーア
ウトプットをスイッチングするかを決めます。
「リレー 1」あるいは「リレー 2」のアイコンを押
し、動作を割り当てたいアラームリレーを選んで
ください。

エラーリストの中から、あらかじめ選んでおいた
リレーアウトプットのスイッチングを促す機能を、
選んでください。

必要に応じて、リレーアウトプットに他の機能を
も加えてください。割り当てられている機能の内
の少なくとも 1つからエラーメッセージが発報さ
れた場合、アウトプットがスイッチングします。

「OK」ボタンで入力内容を確定します。
必要に応じて、もう一方のリレーアウトプットに
他の機能を割り当ててください。

IPv6

パラメー
ター

設定

DHCP オフ /オン

IP address xxx.xxx.xxx.xxx

Network 

mask

xxx.xxx.xxx.xxx

Router 

address

xxx.xxx.xxx.xxx

表 17: IPv4 設定

パラメー
ター

設定

DHCP オフ /オン

IP address 1 …

IP address 2 …

Auto 

address

…

Link-local 

addr.

…

表 18: IPv6 設定

アイコン パラメーター

表 16: プロトコルバージョンの選択

アイコン パラメーター

NO/NC 切替え
「NC」あるいは「NO」としての、アラーム
リレーのスイッチング。

機能リスト
それぞれのアラームリレーへの機能の割り
当て。

表 19:「アラームリレー」領域

注記：
アラームリレーの割り当ての工場出荷時設
定は、項 7.6 「システムメッセージのリス
ト」(表 23 ) 参照。

アイコン パラメーター

ノーマル オープン
「NO」としての、アラームリレーのスイッ
チング。

ノーマル クローズ
「NC」としての、アラームリレーのスイッ
チング。

表 20: アラームリレーのスイッチング論理

注記：
工場設定による非通電状態でのリレーアウ
トプットは NO(ノーマル オープン )です。
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7.4.4 フィルターマット
子画面のリストを呼び出すには、「フィルターマッ
ト」アイコンを押してください。

フィルター情報
ここでユニットを、恒久的なフィルターマット使用
の運転に、設定することができます。
「フィルター情報」アイコンを押してください。
「フィルター更新」アイコンを押してください。
「OK」ボタンで入力内容を確定します。

ユニットが既にフィルターマット使用の運転に設定
されている場合は、メニュー項目「フィルター更新」
を操作することによって、保留中のシステムメッ
セージ「要フィルター交換」をリセットすることが
できます。

アラーム許容差
ここでは、５つのステップでアラーム許容差を設定
する、あるいはフィルターマット監視機能を解除す
ることができます。設定されたアラーム許容差を超
えると、ディスプレイにシステムメッセージ「要
フィルター交換」が表示されます。

例：
– 設定温度：35 °C (95 °F)

– 外部温度：20 °C (68 °F)

アラーム許容レベル「中」が選択された場合は、ス
テムメッセージ「要フィルター交換」がディスプレ
イに表示されるまでに、約 35 % の外部循環経路にお
ける通気量の低下を許容します。

「アラーム許容差」アイコンを押してください。
アラーム許容差を変更 (「非常に小さい」 ～ 「非常
に大きい」) あるいは、「上げる」または「下げる」
ボタンを押して、フィルターマット監視機能を解
除してください。

所望のレベルを直接選択してください (工場出荷時
設定：レベル「中」)。

「OK」ボタンで入力内容を確定します。

次のイラストは、外部循環経路における通気量によ
る冷却能力の典型的な推移および警報点を表してい
ます (イラスト 15)。

イラスト 15: 冷却能力の典型的な推移

7.4.5 言語設定
ユニットのすべての通知は、21 の言語で表示するこ
とができます。
「言語設定」アイコンを押してください。 
「上げる」または「下げる」ボタンを使って、希望
の言語を選んでください。

「OK」ボタンで選んだ言語を確定します。

アイコン パラメーター

リレー 1 を割り当てる

リレー 2 を割り当てる

表 21: 機能のリスト

アイコン パラメーター

フィルター情報

アラーム許容度

表 22:「フィルターマット」領域

注記：
新しいフィルターマットが挿入されたこと
によって、外部循環経路の通気量が増えた
ことをユニットが認識した場合も、メッ
セージは自動的にリセットされます。通気
量の評価は、圧縮システムを一定の回転速
度で運転させる場合にのみ可能で、数分間
かかります。

注記：
外部循環経路における通気量の低下が増せ
ば増すほど、クーリングユニットの最大冷
却能力およびエネルギー効率も下がりま
す。

注記：
– フィルターマット監視機能を解除 (レベ
ル「解除」) した後でも、フィルター許
容差レベルを選択することは可能です。
その場合は、しきい値を超えた時に、
「要フィルター交換」の代わりに「要凝
縮器清掃」がディスプレイに表示されま
す。

– フィルターマット監視機能を解除し、後
にフィルター許容差レベルも選択されな
ければ、システムメッセージは表示され
ません。
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言語はすぐに切り替わり、すべてのメニューが選ば
れた言語で表示されます。

7.4.6 自己診断
エラーメッセージを発報しない誤動作が生じた場合
は、すべてのコンポーネントの基本機能を、自己診
断でチェックすることが賢明であると思われます。
自己診断が行われている最中であっても、ユニット
を普通どおりに操作することができます。
「自己診断」アイコンを押してください。
「OK」ボタンで自己診断の開始を確定します。
自己診断が行われている最中は、ディスプレイ上に
進行状況が表示されます。診断が終わると、「ユニッ
ト OK」あるいは「エラーチェック」と表示されま
す。
必要に応じて、エラーリストに基づいて、ユニッ
トにどのようなエラーが生じているかをチェック
してください。

7.5 システムメッセージ
ユニットのシステムメッセージには 3種類あります。
– 障害 

– エラー 

– メンテナンス 

いずれかのメッセージが発報されたら、メニュー
バーに「システムメッセージ」アイコンが表示され
ます (イラスト 12、ポジション 13)。すべてのシステ
ムメッセージのリストは、項 7.6「システムメッセー
ジのリスト」にあります。
「システムメッセージ」アイコンを押してくださ
い。
保留中のすべてのシステムメッセージのリストが表
示されます。個々のメッセージは、上記の３つのカ
テゴリーに従って、次のように発生後昇順にリスト
内で分類されています。
もし、リタールサービスによってのみ解除できるエ
ラーメッセージであれば、エラーメッセージの後に
「サービス」  アイコンが表示されます。
この場合、リタールのサービス担当者に連絡してく
ださい (項 14「顧客サービスのアドレス」参照 )。

7.5.1 障害の発生
障害が発生したときは、スタート画面がエラーメッ
セージによってオーバーラップされます。

イラスト 16: 障害が発生したときのディスプレイ
各部の説明
1 オーバーラップ
2 赤くなるメニューバー

スタート画面がメッセージでオーバーラップされる
のは次の場合にです：
1. ユニット自体に障害が発生している。
2. エンクロージャードアが開いていて、そこに接続
されているドアスイッチによるメッセージが発報
されている。

ユーザーによる障害の復旧が不可能な場合は、サー
ビスアイコンも同時に表示されます (イラスト 12、
ポジション 14)。
エラーをご自分で修復できない場合は、リタール
のサービス担当者に連絡してください (項 14「顧
客サービスのアドレス」参照 )。

7.5.2 エラー時の表示
エラーが発生した場合やメンテナンス作業が必要に
なった場合は、メニューバーに「システムメッセー
ジ」アイコンが表示されます (項 7.5「システムメッ
セージ」参照 )。
ほとんどのシステムメッセージは、エラー修復後に、
自動的に消えます。

イラスト 17: エラーメッセージ表示中のディスプレイ
各部の説明
1 「エラー」メニュー
2 エラーメッセージ

ユーザーによる修復が不可能であり、また、自動復
帰もしないエラーが発生した場合は、エラーメッ
セージの後ろおよび操作バーのシステムメッセージ 

アイコンの横に「サービス」アイコンが表示されま
す (イラスト 18、ポジション 2)。
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イラスト 18: エラーメッセージ表示中のディスプレイ
各部の説明
1 「エラー」メニュー
2 エラーメッセージ
3 「リターン」ボタン

リタールのサービス担当者に連絡してください (

項 14「顧客サービスのアドレス」参照 )。

「リターン」ボタンを押して、エラーメッセージを
消してください。

7.6 システムメッセージのリスト
ディスプレイ上のエラーリスト (項 7.5「システム
メッセージ」参照 )に、未処理のエラーメッセージが
関連するアイコンを伴って表示されます。この項に
は、個々のエラーを修復するための詳しい情報が書
かれています。
リタールのサービス担当者への連絡先に関しては、
項 14「顧客サービスのアドレス」をご覧ください。

システムメッセージ アラームリレーアウトプット
(工場出荷時設定 )

エラー修復や障害復旧のための処置

ドア開放状態 – エンクロージャードアを閉じてください。あるいは、ドア
コンタクトスイッチを点検してください。
問題解決後、約 30秒で、エラーメッセージは自動的に消
えます。

内部温度が高すぎる – 測定中の内部温度が、クーリングユニットで設定してある
アラーム値を上回りました。
メンテナンスメッセージやエラーメッセージが表示されて
いないかを調べてください。あるいは、クーリングユニッ
トの仕様を調べてください。質問がある場合は、リタール
のサービス担当者にお問い合わせください。

要フィルター交換 – クーリングユニット内のフィルターマットが汚れていま
す。フィルターマットを交換あるいはクリーニングし、
クーリングユニットディスプレイ上のシステムメッセージ
リスト内のリセットにより、交換終了を確認してくださ
い。

要凝縮器清掃 – クーリングユニット内の凝縮器が汚れています。上部の
ルーバーグリル (プラスチックルーバー )を取り外し、圧
縮空気などを使って、熱交換器の汚れを除去してくださ
い。
問題解決後、約 30秒で、エラーメッセージは自動的に消
えます。

外部気流循環異常 1 外部循環側の吸気口あるいは排気口が塞がっています。通
気口を塞いでいる物を取り除いてください。あるいは、吸
気口や排気口までの最小間隔が守られているかを調べてく
ださい。

内部気流循環異常 – 内部循環側の吸気口あるいは排気口が塞がっています。通
気口を塞いでいる物を取り除いてください。あるいは、エ
ンクロージャー内のコンポーネントから吸気口や排気口ま
での最小間隔が守られているかを調べてください。

電子式膨張弁故障 – クーリングユニットの電子式膨張弁の誤動作による通報で
す。リタールのサービス担当者に連絡してください。

表 23: エラーメッセージ
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周囲温度が高すぎる – クーリングユニットは、許容周囲温度以上の環境で運用さ
れています。周囲温度が許容範囲を超えないように、環境
を整えてください (-20 °C～ +60 °C)。

冷媒不足 2 クーリングユニットの作動中の冷媒サイクルにおける冷媒
不足による通報です。至急、リタールのサービス担当者に
連絡してください。問題解決後、システムメッセージを手
動で消してください。

凝縮水警告 1 クーリングユニットの凝縮水排水管が塞がっていないかを
調べ、排水が確実に行われるように修繕してください。エ
ラーが解除されないようであれば、リタールのサービス担
当者に連絡してください。

内部ファン異常 1 クーリングユニットの内部循環内にあるファンが回転しま
せん。障害物がないかを調べ、それを取り除けてくださ
い。障害物がなければ、内部循環内のファンを交換してく
ださい。必要とされるスペアパーツに関しては、Blue e+ 

アプリを通して、リタールに直接問い合わせることができ
ます。そのためには、お問い合わせフォーム「メンテナン
ス問い合わせ作成」をご利用ください。

内部ファン故障 1 クーリングユニットの内部循環内にあるファンが故障して
います。内部循環内のファンを交換してください。必要と
されるスペアパーツに関しては、Blue e+ アプリを通して、
リタールに直接問い合わせることができます。そのために
は、お問い合わせフォーム「異常通報作成」をご利用くだ
さい。

外部ファン異常 1 クーリングユニットの外部循環内にあるファンが回転しま
せん。障害物がないかを調べ、それを取り除けてくださ
い。障害物がなければ、外部循環内のファンを交換してく
ださい。必要とされるスペアパーツに関しては、Blue e+ 

アプリを通して、リタールに直接問い合わせることができ
ます。そのためには、お問い合わせフォーム「メンテナン
ス問い合わせ作成」をご利用ください。

外部ファン故障 1 クーリングユニットの外部循環内にあるファンが故障して
います。外部循環内のファンを交換してください。必要と
されるスペアパーツに関しては、Blue e+ アプリを通して、
リタールに直接問い合わせることができます。そのために
は、お問い合わせフォーム「異常通報作成」をご利用くだ
さい。

インバータ冷却異常 – クーリングユニット内のインバータの冷却部が汚れていま
す。フィルターグリルとフロントカバーを取外し、冷却部
を圧縮空気などでクリーニングしてください。
問題解決後、約 30秒で、エラーメッセージは自動的に消
えます。

圧縮機故障 2 クーリングユニットの圧縮機の誤動作による通報です。至
急、リタールのサービス担当者に連絡してください。

センサー xx故障 1 クーリングユニットのセンサー xx のセンサー故障が報告
されています。リタールのサービス担当者に連絡してくだ
さい。

システムメッセージ アラームリレーアウトプット
(工場出荷時設定 )

エラー修復や障害復旧のための処置

表 23: エラーメッセージ
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8 点検とメンテナンス

8.1 メンテナンス作業に関する安全上のご注意
メンテナンス作業を行うためには、ユニットを開け
る必要があります。感電により障害を受ける危険性
があります。
メンテナンス作業に入る前に、電源を切ってくだ
さい。

電源のスイッチが誤って入らないように、安全策
を講じてください。

クーリングユニットの電源ケーブルを、コネク
ターから切り離してください。

さらに、ユニットに関する作業を開始する前に、
最低 5分間の待ち時間を設けてください。ユニッ

トに組み込まれているコンデンサーが完全に放電
するのを待つためです。

エンクロージャー内での作業も必要であれば、カ
バーのされていない電源等にもご注意ください。

可能であれば、エンクロージャーごと電源から切
り離してください。

– メンテナンスや修理作業に他の人のサポートが必
要な場合は、可燃性冷媒の取り扱いについて訓練
を受けた人に、作業を常に監督させてください。
熱交換器のフィンのようなシャープなエッジによる
けがの危険性もあります。
どのようなメンテナンス作業をする場合も、耐切
創手袋をはめてください。

外部センサー不検知 1 外部センサーがつながれていないか、故障を生じていま
す。接続を確認するか、他の制御モードを選んでくださ
い。

電圧チェック 1 クーリングユニットが許容範囲外の電圧で運用されていま
す。クーリングユニットに供給されている電圧をチェック
し、銘板に記載されている各基準値を守ってください。三
相電源の場合は、すべての相が正しく接続されているかを
も確認してください。

電子機器エラー 2 クーリングユニットの電子機器の電子機器エラーによる通
報です。リタールのサービス担当者に連絡してください。

パラメータチェック – エラーにより、クーリングユニットは工場設定値にリセッ
トされました。
現在のメッセージを確認するか、リタールのサービス担当
者に連絡してください。

インバータエラー 2 クーリングユニットのインバーターの誤動作による通報で
す。リタールのサービス担当者に連絡してください。

非常運転状態 – 進行中のエラーにより、クーリングユニットの出力は
50%に低下しています。エラーを取り除いてください。
および (あるいは )、リタールのサービス担当者に連絡し
てください。

圧縮機 位相 2 クーリングユニットの圧縮機の誤動作による通報です。リ
タールのサービス担当者に連絡してください。

過負荷状態 1 クーリングユニットが適切な容量で選定されているかをご
確認ください。質問がある場合は、リタールのサービス担
当者にお問い合わせください。

冷却機能アラーム – ユニットの冷却機能に不具合が生じています。至急、リ
タールのサービス担当者に連絡してください。あるいは、
クーリングユニットのが適切な容量で選定されているかを
ご確認ください。

システムメッセージ アラームリレーアウトプット
(工場出荷時設定 )

エラー修復や障害復旧のための処置

表 23: エラーメッセージ
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ユニットの内部には、表面が暑くなっているコン
ポーネントがあるので、カバーを外した後は、やけ
どの危険性があります。
ユニット内部に関する作業を開始する前に、少な
くとも 10分間の冷却時間を設けてください。

8.2 冷媒サイクルに関するご注意
クーリングユニットは、製造時に必要とされる冷媒
量で充填され、気密性が検査され、また、機能試験
運転も行われています。冷媒サイクルは、メンテナ
ンスフリーの完全密封システムです。そのような訳
で、ユーザーによる冷媒サイクルのメンテナンス作
業は必要ありません。

8.3 クーリングユニットのメンテナンス

8.3.1 クーリングユニットのクリーニング
少なくとも、5000～ 8000 運転時間毎に、クーリン
グユニットの外側をクリーニングしてください。

さらに、頑固な、油を含む汚れも、コールド ク
リーナーのような不燃性のクリーナーで、落とし
てください。

8.3.2 プリーツフィルターの交換

プリーツフィルターは定期的に交換してください。
ルーバーグリルの上部にある左と右のロックをア
タッチメント「トルクス 30」で、ポジションが
「オープン」になるように回してください。

イラスト 19: ロックを解錠する
各部の説明
1 位置表示
2 記号「オープン」
3 記号「クローズ」
ルーバーグリルを取り外してください。

イラスト 20: ルーバーグリルを取り外す
各部の説明
1 ルーバーグリルの裏面にあるプリーツフィルター
2 プラスチックルーバー

ルーバーグリルの裏面にあるプリーツフィルターを
取り出してください。

ルーバーグリルの裏面に新しいプリーツフィル
ター (3285.700) を置いてください。

ルーバーグリルを元の位置に戻し、ルーバーグリ
ルの上部にある左と右のロックをアタッチメント
「トルクス 30」で、ポジションが「クローズ」にな
るように回してください。

8.3.3 ファンのメンテナンス
組み込まれているメンテナンスフリーのファンは
ボールベアリングを採用しており、湿気やほこりか
ら保護されていて、感熱式監視機能も装備されてい
ます。
リタールは、クーリングユニットのファンを、

40000運転時間経過後に、異音等について調べる
ことをお薦めします。

注意！
万一の冷媒サイクルの修理作業は、必ず冷
凍技士にお任せください。

注記：
次に示すメンテナンス周期は、周囲空気の
汚染度に強く影響されます。空気の汚染度
合いが高いほど、メンテナンス周期も短く
なります。

注意！
ユニットのクリーニングには、絶対に可燃
性の液体を使用しないでください。

注意！
プリーツフィルターを交換する際、フィン
により切り傷を負う危険性があります。耐
切創手袋をご使用ください。

2

1

3

1

2
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9 保管および処分

運搬時の状態でクーリングユニットを保管してく
ださい。

密閉型冷媒サイクルには冷媒とオイルが含まれてい
て、環境保護の観点から、専門的な廃棄処理をしな
ければなりません。廃棄処理は、リタール工場また
は専門業者において行えます。ご連絡ください (項　
14「顧客サービスのアドレス」参照 )。

注記：
クーリングユニットを保管する際は、仕様
（テクニカルデータ）に記載されている温
度範囲にご注意ください。
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10 詳細技術情報

ポジ
ション 仕様 (テクニカルデータ ) SK 3485730

一般的なデータ

品番 SK 3485730

寸法 (幅 x 高さ x 奥行き ) [mm] 700 x 310 x 565

冷却能力

7 総冷却能力 Pc (DIN EN 14511準拠 ) [W]

L35 L35 1300

L35 L50 660

顕在冷却能力 Pc (DIN EN 14511準拠 ) [W] L35 L35 1300

消費電力 Pel (DIN EN 14511準拠 ) [W]

L35 L35 670

L35 L50 570

エネルギー効率比 (EER) L35 L35 1.94

電気データ

1 定格電圧 [V, ~]、公差
+10%/-10% 110～ 240, 単相

+5%/-15% 380～ 480, 三相

2 定格周波数 [Hz] 50/60

定格絶縁電圧 Ui [V] 500

3 定格出力 [W] 750

4 過電流保護装置の定格 [A] ≥15

5 回路最小許容電流 [A] 15

6 入力電流範囲 [A] 6.8@110 V – 1.2@380 V

配線用遮断器 T [A]

EN 61439 ≥16

UL 508A* ≥15

SCCR [kA] 5*

ケーブル断面積 [mm²]

EN 61439 ≥1.5

UL 508A ≥2.1若しくは ≤14 AWG

過電圧カテゴリー III

汚染レベル III

保護等級

18 IP 等級 (プリーツフィルターが挿入されている場合 ) 54

ユニットが取り付けてある時のエンクロージャーの保護等級
19 IP 等級 (プリーツフィルターが挿入されている場合 ) 54

20 UL Type 等級 12

表 24: 仕様 (テクニカルデータ )
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* 配線用遮断器のタイプ (仕様 )：「遅延 (Time Delay 

CCMR)」型または次の UL リステッドのサーキットブ
レーカー (DIVQ/7)：
– 3RV2711-4AD10 by SIEMENS (E235044) rated 15 A 

(SCCR = 65 kA)

– FAZ-C15/3-NA by EATON (E235139) Class curve C 

rated 15 A (SCCR = 14 kA)

– FAZ-D15/3-NA by EATON Class curve D rated 15 A 

(SCCR = 14 kA)

電磁両立性

耐干渉性 産業分野用 (EN 61000-6-2に適合 )

エミッション 住宅、商店および商業領域ならびに
小規模工場 (EN 61000-6-3に適合 )

冷媒サイクル

17 許容圧力 (PS) 高圧 /低圧 [MPa] 2.4

11 使用温度範囲 [°C] -20～ +55

運転中 ヒートパイプ [°C] 0～ +55

運転中 冷媒サイクル [°C] +10～ +55

設定範囲 [°C] +20～ +50

14 冷媒の種類
R1234yf

(2,3,3,3- テトラフルオロプロペン 
(C3H2F4))

12 冷媒充填量　圧縮機による冷却系 [g] 370

13 冷媒充填量　ヒートパイプ系 [g] 190

15 GWP 0.5

16 CO2e [t] 0.00

その他

質量 [kg] 38

保管温度範囲 [°C] -40～ +70

音圧レベル Lp [dB(A)] <70

ポジ
ション 仕様 (テクニカルデータ ) SK 3485730

表 24: 仕様 (テクニカルデータ )
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11 スペアパーツリスト
スペアパーツはリタールのインターネットサイトか
ら直接ご注文いただけます。

イラスト 21： スペアパーツ
各部の説明
1 圧縮機
5 凝縮器ファン
10 蒸発器ファン
15 アクセサリーバッグに入った付属品
20 膨張弁
21 膨張弁用リール
25 フィルタードライヤ
30 圧力スイッチとしての PSAH-圧力監視装置
40 I/Oボード
41 インバーター
45 プラスチックルーバー
50 センターホルダー

55 ディスプレイ /コントローラー
70 温度センサーセット
75 カバー
90 蒸発器
100 凝縮器
101 凝縮水蒸発器
102 ディスプレイケーブル

注記：
使用されているコンポーネントは、リター
ル仕様のパーツです。保証している機器の
性能 (能力 )を維持するために、リタール
純正スペアパーツのご使用をお薦め致しま
す。

75

21

5

25

40

10

1

45

50

20

15

41

55

102

70

30
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12 図面

12.1 取り付けカットアウトの説明

イラスト 22： 取り付けカットアウト

12.2 寸法

イラスト 23： 寸法

664

640

Ø 10 (4x)

48
0

45
9.

6
32

.5

700
30

8

560
Rittal ルーフ型クーリングユニット Blue e+ 31



13 アクセサリー
JP
13 アクセサリー
下記にてリストアップされているコンポーネント以
外に、項 14「顧客サービスのアドレス」にて記載さ
れているインターネットアドレス経由で、全アクセ
サリープログラムについての詳細なリストをご覧い
ただくことができます。

14 顧客サービスのアドレス
連絡先の詳細は、ウェブサイトの以下のアドレスに
掲載されています：
– https://www.rittal.com/rittal-locations

品目 品番

ドアスイッチ SK 4127.010

吊りボルト M12 SK 4568.000

プリーツフィルター SK 3285.700

ルーフ型クーリングユニット Blue e+ 

用電気式凝縮水蒸発器
SK 3355.720

凝縮水用ホース SK 3124.400

外部温度センサー SK 3124.300

IoT インターフェース SK 3159.300

ディスプレイフレーム SK 3355.700

表 25: アクセサリーリスト
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15 コンパクト サービス情報
JP
15 コンパクト サービス情報

その他のサービスに関するお問い合わせ：

作業行程 参照 OK/コメント

取り付けおよび接続

– 設置場所に対する要求事項は考慮済
みか

項 5.2

取り付けについてのご注意

– 重要な、取り付けについてのご注意を守る 

(半埋め込み取り付けなど )

項 5.3.1

– 凝縮水排水管、接続済みか 項 5.3.4

– 電気配線 (過電圧保護、ドアスイッチ ) 項 5.4

運転開始

取り付けに関する点検
– すべての固定箇所の検査、フィルターマッ
ト取り付け済みか

運転開始
– 早くとも取り付け 30分後 項 6

– 運転開始および運用のサポートに関する 

Blue e+ アプリのダウンロード

– Blue e+ アプリによる運転開始チェックを
実施したか

運用

– Blue e+ アプリによる稼働中における機器
状態の点検

– Blue e+ アプリによるメンテナンス情報や
注意情報あるいはエラーメッセージの読み
出し

表 26: 設置に関するクイックチェック

純正スペアパーツ メンテナンス、保証期間延長 (最長 5年間 )、サービス契
約

– Blue e+ アプリによる直接のお問い合わせ
– www.rittal.com

– Blue e+ アプリによる直接のお問い合わせ
– www.rittal.com

– 各国の子会社 /代理店経由のお問い合わせ

その他の各国サービスに関するお問い合わせ先：リタール インターナショナル　サービスハブ (項　14「顧客サービス
のアドレス」参照 )

表 27: 各国のサービスに関するお問い合わせ先
Rittal ルーフ型クーリングユニット Blue e+ 33



◾ Enclosures

◾ Power Distribution

◾ Climate Control

◾ IT Infrastructure

◾ Software & Services

You can find the contact details of all 

Rittal companies throughout the world here.

www.rittal.com/contact

RITTAL GmbH & Co. KG

Auf dem Stuetzelberg · 35745 Herborn · Germany

Phone +49 2772 505-0

E-mail: info@rittal.de · www.rittal.com
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